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高圧水中にお けるCO2 ス ラ リーの放出実験

中島康晴、城 田英之、小島隆志、山根健次、

　　　　　　 綾威雄、田村兼吉

　　　　　　　 平成 18年 9月

　 日本機 械 学 会 2006年度年次大会講 演 論 文 集

　地 球温 暖化 を抑制 す る た め、液体 COz と ドラ イ ア イ ス を

混 合 した CO2 ス ラ リ
ー

を利用 してCO2 を深 海へと送 り込 み、
貯 留 す る シ ス テ ム の 開発 を 目的 と して、高圧 水 中に お い て

CO2 ス ラ リーを放出す る実験 を行 っ た。

　 ドラ イ ア イ ス を放 出 実 験 装置の 容器 に 充 填 し、密 閉 して

0．5MPa の 圧 力 下 で 融 解 させ て CO2 ス ラ リ
ー

を 調製 し、5MP
a の 高圧 水中に放 出 した。CO2 ス ラ リ

ー
の 放 出 に よ り放 出 ノ

ズル が冷却され て ノ ズ ル か ら管状の 氷 が 生 じ、ス ラ リ
ー

液

滴の 流れが 狭隘 化 す る こ とに よ り、小 さ な液滴が 生 じ る こ

とが 観察された 。
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　 　 図 実験 装 置 の 概 観

　Development　of　CO21njection　Method

　　
“ COSMOS ” for　CO20cean 　Storage

中島康晴、城田英之、小島隆志 、田村兼吉、

　　　　　　　山根健次、綾威雄

　　　　　　　　平成 18年 ll月
Proceedings　 of 　American 　Institute　 of 　Chemical

　　　 Engineers 　2006　Annual 　Meeting

　CO2 深 海貯留 の た め の CO2投入法で あ るCOSMOS の 開 発

プ ロ ジ ェ ク トの 概要 を報告 す る。第醐 の 研究 プ ロ ジ ェ ク

トで は 、少 量 の 液 体 CO2 を用 い た 実 海域実験に よ りCOSM
OS の 基 本的な コ ン セ プ トを検証 し、液体CO ，とドライ ア イ

ス を 混 合 した CO2 ス ラ リーを投 入 す る 方 法 を 考案 した。第2

期 の 研究プ ロ ジ ェ ク トで は、CO2 ス ラ リー投 入 実 験装置 を

試 作 し、ラボ 実 験 に よ りCO2 ス ラ リー投 入 時 の 特 性 を検討

す る 。 さ らに、洋上 浮体及 び投 入 管の 検 討 を行 い 、投 入 シ

ス テ ム 全 体 の 試 設計を可能に す る こ と を 目指す。

図 　円筒 形 ノ ズ ル か ら の CO2 ス ラ リーの 放 出

6Li
含有熱蛍光シ ー

トに よる 中性 子 2 次元 分布測定
近 内亜紀 子 、小 田 野 直光 、澤村 秀範、小笹尚登 、
　　　　　　　　　　 石川 雄 三

　　　　　　　　　 平成 18年 8月
2006年 秋 季 第67回 応 用 物 理 学 会 学 術 講 演 会　講 演 予 稿集

当所で は、熱蛍光体を 用 い た シ
ート状の 検出素子 を用 い て

中性 子2次元 分布 を 簡便 に 測 定で き る シ ス テ ム を開発 して
い る．X 線及 び ガン マ 線 の 線 量 測 定 の た め に 開発 した 熱蛍
光 シ

ー
ト（TL シ

ー
ト）に 94．7％ 濃 縮 の 6LiF を 加 え 、6Li （n ，

α ）3H
反 応 で 生 じ る α 線 に起 因する 熱蛍光を利用 して 中性

子 を検出す る 6Li 含有熱 蛍 光 シ
ート（NTL シ

ート）を製 f乍し、
目本原子 力機構研 究炉 JRR −4 内 に お い て 特性 評価 実 験 を
行 っ た。ガ ン マ 線 混合 場 にお け る TL 及 び NTL シ

ー
トの

中性 子 応 答差 な ら び に シートの 位置分解能を測定す る た
め 、縞模様 お よ び 円 状 の 中性 子、水 フ ァ ン トム を用 い た 中
性 子 減 衰測定 を行 い 、シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン との 比 較を行 っ た。

図 に水 フ ァ ン トム を用い た il牲 子 減 衰 測 定 の 結果 を 示 す。
こ の 結 果 は モ ン テ カ ル ロ シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン に よ る 解析 と

よ く一致 し、NTL シ
ー1・が 2 次 元 中性子分布測定に 1・分

適用 可能で あ る こ とが明 らか に な っ た。
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　　　　　 図 水 フ ァ ン トム を用 い た ［1コ性 子 減 衰
中
’1生子

　　　　　　　 ヒ半 分 は 空 気、下 半分は 水

　 左 ：シミュ レ
ー
ションに よ る結果，右 ：NTL シ

ートに よ る計測 結 果

　　 相模湾沖合風況観測デー
タに基 づ く

　　　　 洋上風力発電 の 優位 性評価

國分健 太郎、大川 豊、北村 文俊、矢後清和

　　　　　　　 平成 18年 10月

日 本 太 陽エ ネル ギー
学会 ・目本 風 カ エ ネ ル ギー

協会

　　　　　　　合 同研 究 発 表 会

　洋上の 風 は 陸 ltに 較べ ．風 速 が 高 く、乱 れ が 少 な い た め

風力発電に 有利 で あ る と言 わ れ て い る が、定量的に評価 し

た研究は 少ない。こ こ で は相 模湾中央部 に 置かれ た 2 つ の

ブ イ （拓海、浮魚礁ブ イ ） と相模湾周 辺 の 沿岸 （平塚）で

観 測 され たデ ータ を用 い て 、風 の 性 質 や 風 力 発 電 に 関す る

洋 上 の 優位 性 を評 価 した。洋 上 は 陸 Hに 較べ 約 1 ．5 倍 の

年間電力 が得 られ る とい う結 果 が 得 られ た。
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図　相模灣に お け る風 力 発 竃 の 設備 利用 率σ）予 測 結呆
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